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認
知
症
を
知
ろ
う

映
画「
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で

よ
か
っ
た
～
」上
映
会
開
催�

認
知
症
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
認
知
症
を
テ
ー

マ
と
す
る
映
画
の
上
映
会
を
開
催
し
ま

す
。

開
催
日
時　
11
月
10
日
㈬

　
第
１
回
上
映
会　
午
後
２
～
３
時
50

分（
開
場
午
後
１
時
30
分
）・
第
２
回

上
映
会　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
20

分（
開
場
午
後
５
時
）

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

映
画
名　
「
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で
よ

か
っ
た
～
」　
本
編
時
間
：
１
０
５
分

　
　
（
２
０
１
７
年　
鈴
木
浩
介
監
督
）

申
込
開
始　
10
月
１
日
㈮
よ
り
先
着
順

（
各
回
定
員
１
０
０
人
）

申
込
方
法　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み（
受
付
は

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）

費　
用　
無
料

※
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

S�

・
T　
高
齢
者
福
祉
課
成
東
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
３

　
松
尾
蓮
沼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
９（
７
４
）３
３
６
６

　
山
武
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）８
０
２
２

Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー『
さ
ん
む
の
地
域
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
よ
う
』（
第
５
回
）

さ
ん
む
の
地
域
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考

え
る
会
で
は
、
講
師

を
お
招
き
し
、『
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
と
地
域
』

を
考
え
る
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

日　
時　
10
月
25
日
㈪
午
後
７
～
８
時

30
分（
６
月
以
降
、
毎
月
テ
ー
マ
を

替
え
て
開
催〈
全
６
回
〉）

テ
ー
マ　
岡
山
県
西
粟
倉
村
の
森
林
バ

イ
オ
マ
ス
の
取
り
組
み
と
活
性
化

講　
師　
株
式
会
社
西
粟
倉
・
森
の
学

校　
販
売
統
括　
西
岡
太
史
さ
ん

開
催
方
法　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
改
め

て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ

等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�　
な
お
、
申
し
込
み
多
数
と
な
っ
た
場

合
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
人
数
制
限
の
都

合
に
よ
り
、
申
し
込
み
を
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

�　
ま
た
、
10
人
程
度
は
市
役
所
で
参

加
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
申

し
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

主　

催　

さ
ん
む
の
地
域
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
考
え
る
会

後　
援　
山
武
市

S�

・
T　

さ
ん
む
の
地
域
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
考
え
る
会（
株
式
会
社　

山

武
産
業　
内
）

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）６
６
１
１

　
　
　

F
０
４
７
５（
８
０
）６
６
１
０

　
　
　

m
hide@

sanbu.info

令
和
３
年
度「
福
祉
の
し
ご
と
就
職

フ
ェ
ア
・　
ち
ば
」参
加
者
募
集

社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
等
へ
就
職

を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
採
用
担
当

者
と
の
個
別
面
談
や
福
祉
職
場
に
関
す

る
相
談
等
を
行
い
ま
す
。
興
味
・
関
心

の
あ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
　
10
月
9
日
㈯　
午
後
１
～

４
時（
午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

場　
所　
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

２
階
ロ
イ
ヤ
ル（
千
葉
市
中
央
区
千

葉
港
８
―
５　
Ｊ
Ｒ
千
葉
み
な
と
駅

よ
り
徒
歩
１
分
）

参
加
費　
無
料（
履
歴
書
・
ス
ー
ツ
不
要
）

T�　
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会　
千
葉

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
３（
２
２
２
）１
２
９
４

　
（
祝
日
を
除
く
月
～
土
曜
日
午
前
10

時
～
午
後
６
時
）

H�http://www.chibakenshakyo.net/

「
心
の
い
ず
み　
さ
ん
む
」

�

開
催
の
お
知
ら
せ

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
生
活
な
ど
同
じ

悩
み
を
抱
え
た
方
の
交
流
の
場
で
す
。

日　
時　
第
１
回　
10
月
21
日
㈭

　
第
２
回　
令
和
４
年
２
月
17
日
㈭

時　
間　
午
後
２
～
４
時

場　
所　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
お
よ
び
成
東
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー（
山
武
市
社
会
福
祉

協
議
会
内
）

対
象
者　

山
武
市
に
お
住
ま
い
の
方

で
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
方
、
不
登

校
の
方
、
外
出
が
苦
手
な
方
な
ど
。

定
員
10
人
程
度
。

講　
師　
後
藤　

智
行
氏（
精
神
保
健

福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
年
齢
を
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に

て
、事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

S�

・
T　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

ク

�

☎
０
４
７
５（
７
７
）７
５
３
１

　
　
　

F
０
４
７
５（
７
７
）７
５
３
８

　
　
　

m
info@

npo-link.jp

催
し・募
集

in

in
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行政からの
お知らせ

information

令
和
３
年
度

�

健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

日　
時　
①
11
月
16
日
㈫
・
②
12
月
22

日
㈬
③
令
和
４
年
１
月
18
日
㈫
④
令

和
４
年
１
月
25
日
㈫

時　
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分（
受

付
午
前
９
時
30
分
～
）

内　
容　
①
お
家
ス
ト
レ
ッ
チ
と
リ
ズ

ム
体
操
②
筋
ト
レ
と
リ
ズ
ム
体
操
③

サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
筋
ト

レ
と
有
酸
素
運
動
）④
マ
ッ
ト
エ
ク

サ
サ
イ
ズ

対
象
者　
山
武
市
民

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ

オ
ル
、
水
分（
動
き
や
す
い
服
装
と

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）。

場　
所　
山
武
市
役
所
３
階
大
会
議
室

定　
員　
各
回
20
人（
参
加
は
お
一
人

様
一
回
限
り
）

S�

・
T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

子
育
て
が
楽
し
く
な
る

�

「
親
業
訓
練
入
門
講
座
」

子
ど
も（
相
手
）へ
の
接
し
方
、
子
ど

も（
相
手
）の
気
持
ち
の
聞
き
方
、親（
こ

ち
ら
）の
気
持
ち
の
上
手
な
伝
え
方
な

ど
、
今
日
か
ら
役
立
つ
子
育
て
の
コ
ツ

を
お
伝
え
し
ま
す
。

子
育
て
中
の
パ
パ
マ
マ
、
親
子
関
係

に
お
悩
み
の
方
、
入
門
講
座
は
、
親
の

愛
情
を
し
っ
か
り
伝
え
、
温
か
い
親
子

関
係
、
兄
弟
・
姉
妹
関
係
、
人
間
関
係

を
つ
く
る
講
座
で
す
。
子
育
て
中
の
方

の
ほ
か
、
人
間
関
係
に
関
心
の
あ
る
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
３

時
間
の
講
座
を
２
回
受
講
し
て
完
結
し

ま
す
。
２
日
間
受
講
し
た
方
に
は
、
修

了
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日　
時　
10
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭　
両

日
と
も
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分

場　
所　
山
武
市
役
所
車
庫
棟
２
階　

第
６
会
議
室

講　
師　
内
田　

智
代
氏　
（
親
業
訓

練
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

定　
員　
20
人　

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル（
件
名
は「
親
業
訓
練
入
門
講

座
」と
し
て
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
明
記
）で
子
ど
も
教
育
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児（
未
就
学
児
）あ
り
。
託
児
を
希

望
す
る
方
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
人
数
に
限
り
が
あ
る
の
で

先
着
順
と
し
ま
す
。

申
込
期
限　
10
月
14
日
㈭

※
託
児
希
望
の
方
は
10
月
12
日
㈫
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
会
場
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す（
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
な
い

方
・
発
熱
等
体
調
の
悪
い
方
は
入
場

を
お
断
り
し
ま
す
）。

※
感
染
症
拡
大
状
況
に
よ
り
、
急
き
ょ

中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

T　
子
ど
も
教
育
課

　
　
　
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
５
６

　
　
　

F
０
４
７
５（
８
０
）１
４
０
０

　
　

m
kodomokyoiku@city.sammu.lg.jp

ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た

動
画
を
配
信
し
ま
す

市
で
は
地
区
の
課
題
解
決
な
ど
を
目

指
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
市
民
活
動
団
体
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
令
和
３

年
度
は
自
主
的
・
自
発
的
に
取
り
組
む

市
民
活
動
団
体
の
資
金
調
達
な
ど
に
役

立
つ
動
画
を
配
信
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
市
民
活
動
と
資
金
調
達

�

～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
の
視
点
か
ら
～
」

講　
師　
千
葉
大
学　
関
谷
昇
教
授

視
聴
方
法　

YouTube

の
山
武
市
公

式
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら「
地
域
ま
ち
づ

く
り
講
演
会
」の
動
画
を
ご
視
聴
く

だ
さ
い
。

そ
の
他　
詳
し
く
は
、
山
武
市
ホ
ー
ム

　
　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H�https://w
w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

page/page003797.htm
l

S�

・
T　
市
民
自
治
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）０
１
５
１

　
　
　

F
０
４
７
５（
８
２
）２
１
０
７

�
m
katsudoshien@

city.sam
m
u.lg.jp

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
の
募
集

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

申
込
資
格　
中
学
校
を
卒
業
し
た（
見

込
み
含
む
）、17
歳
未
満
の
男
子
で
、

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕

著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦

で
き
る
者

受
付
期
間　
11
月
１
日
～
12
月
３
日

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

申
込
資
格　
中
学
校
を
卒
業
し
た（
見

込
み
含
む
）、
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　
11
月
１
日
～
令
和
４
年
１

月
14
日

T　
自
衛
隊
成
田
地
域
事
務
所

�

☎
０
４
７
６（
２
２
）６
２
７
５

ホームページ
QRコード
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歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

令
和
3
年
度
企
画
展

　
ほ
ろ
び
の
光

　

︱
我
れ
四
十
九
の
年
行
か
ん
と
す
︱

期　
間　
10
月
24
日
㈰
～
３
月
27
日
㈰

左
千
夫
が
没
し
た
大
正
2
年
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
左
千
夫
の
最
期
や
没
後

の
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
展
示
す
る
主
な
史
料
の
１
点
目

は
大
正
２
年
に
左
千
夫
が
記
し
た
短
歌

ノ
ー
ト（
年
毎
に
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て

い
た
か
は
不
明
）で
す
。
ノ
ー
ト
に
は

『
ア
ラ
ラ
ギ
』・『
婦
人
評
論
』な
ど
に
出

詠
す
る
短
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
歌
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

２
点
目
は
昭
和
23
年
に
左
千
夫
の

甥
っ
子
、
芬か

お
る

氏
が
記
し
た『
左
千
夫
の

最
期
』で
す
。
こ
れ
は
便
せ
ん
２
枚
半

の
没
数
日
前
か
ら
没
当
日
ま
で
の
手
記

で
す
。

『
短
歌
ノ
ー
ト
』『
左
千
夫
の
最
期
』も

水
害
に
よ
り
劣
化
が
著
し
く
、
文
字
も

滲
ん
で
、
判
読
は
大
変
困
難
で
し
た
。

正
に
遺
存
し
て
い
る
こ
と
が
奇
跡
と
言

え
ま
す
。

他
に
は
葬
儀
の
様
子
や
没
後
の
家
族

の
様
子
な
ど
を
手
紙
や
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。

今
回
の
企
画
展
示
の
タ
イ
ト
ル『
ほ

ろ
び
の
光
』は
大
正
元
年
十
一
月
の『
ア

ラ
ラ
ギ
』に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
左
千
夫
公
園
に
も
歌
碑
が
あ
り
ま

す
。

成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落

�

秋
の
観
察
週
間
の
お
知
ら
せ

植
物
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
が
あ
れ

ば
管
理
棟
で
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

期　
間　
10
月
24
日
㈰
～
30
日
㈯
午
前

10
時
～
11
時
30
分

場　
所　
成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落

T　
山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館

�

☎
０
４
７
５（
５
３
）３
０
２
３

※
ご
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
三
密
を
防
ぐ
た
め
、
一
度
に
見
学
で

き
る
人
数
は
14
人
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

予
防
の
た
め
、
管
理
棟
で
受
付（
氏

名
、
連
絡
先
、
住
所
の
記
入
、
検
温
）

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
太
巻
寿
司
講
習
会

初
心
者
の
方
対
象
に
、
一
人
で
巻
け

る
よ
う
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。「
ご
は
ん
の
味
付
け
、
卵
の

巻
き
方
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
煮
方
」な
ど

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
第
１
回　
10
月
17
日
㈰
、

　
第
２
回　
11
月
21
日
㈰
、
第
３
回　

12
月
12
日
㈰（
各
日
午
前
９
時
30
分

～
）

場　

所　

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

定　
員　
各
日
５
人

参
加
費　
１
０
０
０
円

用
意
す
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

お
持
ち
帰
り
用
容
器
、
マ
ス
ク

講　
師　
蓮
沼
つ
な
ぎ
の
会

◆
押
し
絵
教
室

日　
時　
10
月
22
日
㈮
午
前
９
時
〜
正

午
場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階
会

議
室

定　
員　
６
人

参
加
費　
５
０
０
円

講　
師　
若
海
美
智
子
氏

持
ち
物　
鉛
筆
・
紙
用
布
用
は
さ
み
・

ボ
ン
ド
・
目
打
ち
・
マ
ス
ク

受
付
期
間　
10
月
５
日
㈫
～
14
日
㈭
ま

で（
11
日
の
休
館
日
を
除
く
）。

S�

・
T　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階

　
総
合
受
付

�

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１
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行政からの
お知らせ

information

公
民
館
講
座

成
東
中
央
公
民
館
講
座

受
付
期
間　
10
月
６
日
㈬
～
20
日
㈬

※
11
・
18
日
の
休
館
日
を
除
く

参
加
費　
無
料（
材
料
費
・
教
材
費
の

み
負
担
）

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

※
先
着
順
・
定
員
を
超
え
た
場
合
未
経

験
者
優
先

申
込
方
法　
成
東
中
央
公
民
館
の
窓
口

ま
た
は
電
話

◆
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
教
室

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
で
、
軽
く
て
エ
コ

な
バ
ッ
グ
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
11
月
25
日
・
12
月
２
日
・
９

日（
全
３
回
木
曜
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

定　
員　
10
人

材
料
費　
１
５
０
０
円
程
度

◆
実
用
書
道
教
室

美
し
く
正
し
い
文
字
を
書
く
、
心
静

か
な
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日　
時　
11
月
20
日
・
27
日
・
12
月　

4
日（
全
３
回
土
曜
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館　

定　
員　
10
人

持
ち
物　
筆
ペ
ン

◆
終
活
講
座

自
分
の
人
生
に
悔
い
の
な
い
最
期
を

迎
え
る
と
き
に「
残
さ
れ
た
家
族
が
困

ら
な
い
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
必

要
な
の
か
」な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日　
時　
11
月
17
日
㈬
・
25
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

定　
員　
20
人
程
度

講　
師　
横
岡　

宏
志
氏（
富
里
市
消

費
生
活
相
談
員
・
終
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

T　
成
東
中
央
公
民
館

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）３
６
４
１

松
尾
公
民
館
講
座

◆
高
齢
者
生
活
安
全
講
座

年
末
年
始
に
向
け
て
高
齢
者
の
交
通

事
故
や
特
殊
詐
欺
被
害
の
増
加
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
身
近
な
ト
ラ
ブ

ル
か
ら
身
を
守
る
コ
ツ
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

日　
時　
11
月
30
日
㈫
午
後
２
時
～
３

時
30
分
ま
で

場　
所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

定　
員　
30
人

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
当
日
は
マ
ス
ク

着
用
で
参
加
く
だ
さ
い
。

講　
師　
山
武
警
察
署
・
山
武
警
察
署

管
内
幼
児
交
通
安
全
指
導
協
議
会

申
込
期
間　
10
月
６
日
㈬
～
11
月
12
日

㈮　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
日
の
休
館
日
を
除
く

申
込
方
法　
松
尾
公
民
館
の
窓
口
ま
た

は
電
話

T　
松
尾
公
民
館

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）３
０
９
０

　
短
歌
（
成
東
短
歌
会
）

レ
ー
ス
状
の
花
咲
か
す
と
ふ
烏
瓜
の
夜よ

半は

の
開
花
を
い
つ
か
見
た
か
り�

今
関　

恵
子

梅
雨
明
け
て
傍
ら
の
木
に
初
蝉
の
声
を
聞
き
た
り
朝
の
厨
に�

秋
庭　

幸
子

待
ち
か
ね
し
雨
来
て
植
う
る
黒
豆
の
苗
百
本
に
勢
ひ
の
有
り�

川　

島　

隆

千
葉
県
に
台
風
上
陸
か
と
の
報
道
に
心
忙
し
く
避
難
準
備
す�

土
屋　

敦
保

涼
や
か
に
ガ
ラ
ス
の
さ
ら
に
盛
ら
れ
た
る
鱧
の
湯
引
き
を
な
つ
か
し
み
食
む�

深
川　

義
弘

台
風
の
事
な
く
逸そ

れ
し
窓
に
見
る
杉
森
の
上
の
淡
き
夕
虹�

安
井
は
る
子

こ
の
頃
は
よ
く
蹌よ

踉ろ

め
く
と
嘆
か
へ
ば
若
き
故
に
と
妻
の
微
笑
む�

岩
澤　

俊
夫
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農業委員および農地利用最適化推進委員募集について
　「農業委員」および「農地利用最適化推進委員」の任期が令和4年3月31日に満了となることから、次の�
とおり候補者を募集します。� T　農業委員会事務局　☎0475（80）1241

別表　農地利用最適化推進委員担当区域一覧
番号 担当区域 番号 担当区域

1 姫島、成東、島、殿台 11 横田、実門、沖渡
2 津辺、市場、親田、川崎、和田、板附、湯坂、野堀、島戸、真行寺、新泉 12 大木、木原
3 富田、寺崎、早船、柴原 13 雨坪、植草、椎崎、下布田、日向台、武勝、森、矢部
4 上横地、下横地 14 蓮沼イ、蓮沼ニ
5 五木田、小泉、富口、富田幸谷 15 蓮沼ロ、蓮沼ハ、蓮沼ホ、蓮沼平
6 白幡、本須賀 16 山室、引越、谷津、古和、小川、上大蔵、下大蔵、金尾、蕪木
7 草深、松ケ谷イ、井之内 17 八田、猿尾
8 木戸、小松、松ケ谷ロ 18 五反田、祝田、水深、本水深、田越、大堤、松尾、富士見台
9 埴谷、美杉野、戸田 19 広根、下野、折戸、下之郷、借毛本郷
10 麻生新田、中津田、板川、板中新田 20 高富、本柏、木刀、武野里

農業委員 農地利用最適化推進委員

募集人員 17人 20人
※農業委員会が定める担当区域（別表）

資格要件

　農業に関する識見を有し、農業委員会の所掌する事項を適切に行うことができる者
で次のいずれにも該当する者
①市内に住所を有する者（要件により市外の者でも可）
②市が設置する他の付属機関等の委員でない者
③市の職員でない者
④暴力団員もしくは暴力団員と密接な関係でない者

任期 令和4年4月1日から
令和7年3月31日まで 委嘱の日から令和7年3月31日まで

報酬 月額　3万9000円（農地利用最適化推進活動の実績に応じて年額報酬あり）

主な業務

・農業委員会での農地法の審議
・�担い手への農地集積・集約化、
遊休農地の発生防止・解消、
新規参入の促進活動等

・�担当区域において、担い手への農地集積・集約
化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促
進活動等

委員になれない者
・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
・�禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたは、その執行を受けることが
なくなるまでの者

募集方法
推薦・応募

推薦（推薦は、市内の農業者３人以上または団体等の推薦）または応募ともに所定の
用紙に必要事項を記入のうえ、農業委員会事務局へ持参してください。
※用紙は農業委員会事務局で配布または市ホームページからダウンロード

募集期間 11月1日㈪～ 30日㈫　　※市役所閉庁日を除く午前８時30分から午後5時

選考方法 候補者評価委員会において候補者の評価を行います。

その他

・受付状況を受付期間中と終了後に市のホームページ等で公表します。
・�農業委員は、地域の代表であり、過半数が認定農業者であること、また、委員会業
務に利害関係のない者が含まれることが必要となります。
・両委員の身分は非常勤の特別職で、業務には守秘義務が伴います。
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　 Child-nurturing    column

は
じ
め
に

朝
、登
校
指
導
を
し
て
い
る
と
、「
校

長
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
、
明

る
く
元
気
に
、
自
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ

を
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
表
情
と
あ
い
さ
つ
す
る
姿
が
、

毎
日
、
私
の
心
に
栄
養
を
与
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
」

「
さ
よ
う
な
ら
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

こ
の
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
明
る
く
元
気

に
、
自
ら
進
ん
で
で
き
る
子
ど
も
た
ち

を
こ
れ
か
ら
も
育
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

５
つ
の
こ
だ
わ
り

さ
て
、
私
が
教
員
生
活
で
諸
先
輩
方

に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
だ
わ

り
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
き

た
こ
と
、
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

そ
れ
は
、「
あ
い
さ
つ
」「
返
事
」「
時

間
」「
掃
除
」「
歌
声
」と
い
う
５
つ
の
こ

だ
わ
り
で
あ
り
、５
つ
の
行
動
目
標
で

す
。こ

の
行
動
目
標
に
は
、「
自
立
で
き

る
子
ど
も
に
育
っ
て
欲
し
い
」「
将
来
、

社
会
に
出
て
通
用
す
る
大
人
に
な
っ
て

欲
し
い
」と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
」「
返
事
」は
、
人
の
心

を
温
か
く
し
、
人
と
人
と
の
心
と
心

を
繋
ぎ
ま
す
。
あ
い
さ
つ
で
想
い
を

伝
え
、
あ
い
さ
つ
や
返
事
で
想
い
を
返

す
。
あ
い
さ
つ
の
表
情
や
返
事
の
声
の

大
き
さ
等
で
、
相
手
の
心
の
状
態
等
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
が
、
い
つ
も
よ
り
暗
い

表
情
や
小
さ
い
声
の
あ
い
さ
つ
で
あ
れ

ば
、
更
に
声
を
掛
け
、
様
子
を
う
か
が

い
ま
す
。
問
題
が
あ
れ
ば
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
も
繋
が
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
や
返
事
は
心
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
で
す
。

「
時
間
」は
、他
か
ら
の
信
用
に
繋
が

り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
の
心
の

け
じ
め
に
も
繋
が
り
ま
す
。
約
束
の
時

間
を
守
れ
る
人
は
信
用
さ
れ
て
い
き
ま

す
。そ
し
て
、時
間
を
意
識
す
る
と「
さ

あ
、
は
じ
め
る
ぞ
！
」「
よ
し
、
終
わ
り

だ
！
」「
授
業
の
時
間
だ
！
」「
休
み
時

間
だ
！
」、
自
分
自
身
の
心
の「
Ｏ
Ｎ
」

「
Ｏ
Ｆ
Ｆ
」が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、集

中
し
て
物
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
も

な
り
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
や
多
く
の
企
業
で

も
、
求
め
ら
れ
て
い
る
働
き
方
改
革

「
タ
イ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」に

も
繋
が
り
ま
す
。
今
と
い
う
こ
の
瞬
間

は
、
も
う
二
度
と
戻
っ
て
は
来
な
い
の

で
、
時
間
を
大
切
に
計
画
的
に
使
う
よ

う
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
掃
除
」で
は
、
一
生
懸
命
、
丁
寧
に

作
業
を
行
う
姿
勢
は
、「
仕
事
を
熱
心

に
、
そ
し
て
丁
寧
に
行
え
る
人
間
な
の

か
」信
頼
・
信
用
に
繋
が
り
ま
す
。
教

室
や
廊
下
の
端
か
ら
端
ま
で
丁
寧
に
雑

巾
が
け
を
し
て
い
る
姿
、
と
て
も
感
心

し
ま
す
。

「
歌
声
」で
は
、本
気
で
歌
え
る
よ
う

に
成
長
し
た
子
は
、
自
信
に
繋
が
り
ま

す
。
自
分
の
考
え
や
思
い
な
ど
、
自
信

を
持
っ
て
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

心
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
歌
声
を
聴
い
た
方
々
に
感
動
を

与
え
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
喜
び
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

終
わ
り
に

以
上
、
５
つ
の
行
動
目
標
は
、
心
の

教
育
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

力
で
生
き
て
い
く
た
め
に〔
自
立
し
て

い
く
た
め
に
〕と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
教
職
員
と
子
ど
も
た

ち
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、
未
来
を

た
く
ま
し
く
切
り
拓
き
、
自
立
で
き
る

児
童
・
生
徒
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
く
若
年
層
の
教
職
員

に
も
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

シリーズ
NO.52

子
育
て
コ
ラ
ム

「
自
立
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
」５
つ
の
行
動
目
標

山
武
北
小
学
校
　
校
長

小
川
　
隆

子
育
て
相
談
受
付
中

子
育
て
の
悩
み
や
お
子
さ
ん
の
心

配
事
、
気
に
な
る
こ
と
の
相
談
を
お

受
け
い
た
し
ま
す
。

T　
子
ど
も
教
育
課

　
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
５
６

　
月
・
火
・
木
・
金
曜
日　
午
前
9
時

～
午
後
４
時
30
分（
祝
日
は
除
く
）


